
20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

1

E
S

Tの
実

現
に
向

け
た

利
用

者
に
対

す
る
意

識
啓

発
の

取
組

み
に
つ
い
て

名
古
屋
大
学

山
本

俊
行

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

2

構
造

的
方

略

E
S

Tの
た
め
の
施
策
体
系

供
給

量
の

増
強

・
道

路
網

整
備

需
要
量

の
調
整

・
TD

M 心
理

的
方

略

・
M

M

車
両

改
善

・
低

公
害

車
・
代

替
燃

料

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

3

E
S

Tで
対

象
と
す
る
施

策
の

分
類

と
施

策
例

ガ
ソ
リ
ン
税

グ
リ
ー
ン
税

混
雑
税

駐
車
料

金
運

賃
政

策
混

雑
税

ガ
ソ
リ
ン
税

土
地
税

経
済

エ
コ
意
識

カ
ー
ナ
ビ

交
通
情

報
提

供

バ
ス
ロ
ケ
シ
ス

テ
ム

意
識
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

テ
レ
ワ
ー
キ
ン

グ

情
報

排
気
規

制

車
検

交
通
管

理

都
市
交

通
規

制

バ
ス
優
先
信

号

ア
ク
セ
ス
許
可

駐
車
制

限

土
地
利

用
規

制

郊
外
化

規
制

規
制

低
公
害

車

代
替
燃

料

新
規
道

路

新
規
駐

車
設

備

公
共
交

通
イ
ン

フ
ラ

新
し
い
公

共
輸

送
車
両

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
公

共
交

通
指

向
型

開
発

技
術

車
両

改
善

道
路

網
の

改
善

代
替

交
通

手
段

の
改

善

自
動
車

利
用
の

削
減

交
通
需

要
の
削

減

戦
略

手
段

（
中

村
・
林

・宮
本

，
20

04
）

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

4

M
M
施

策
を
考

え
る
際

の
4つ

の
基

本
検

討

事
項

•
場

所
–
居

住
地

域
，
学

校
，
職

場
，
特

定
の

施
設

や
路

線
，
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

•
実

施
主
体

–
国

，
自

治
体

，
交

通
事

業
者

，
協

議
会

等
，

M
M
対

象
組

織
内

の
担

当
者

•
形

式
–
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
個

別
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
，
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

•
内

容
–
動
機
付
け
情
報
，
具
体
的
情
報
，
呼
び
か
け
文

（
藤
井
，

20
06

）
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20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

5

M
M
に
お
け
る
参

加
率

：
名

古
屋

の
事

例
（
長

嶋
・
山
岸

，
20

06
）

28
％

81
％

訪
問
調
査

21
％

60
％

35
％

郵
送
調
査

簡
易
型

31
％

31
％

ー
事
前
ハ
ガ

キ
な
し

46
％

46
％

ー
事
前
ハ
ガ

キ
あ
り

ワ
ン

シ
ョ
ッ
ト

TF
P

参
加

率

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト

事
前

調
査

分
類

手
法

1
7
％

60
％

1
5
％

71
％

2
0
％

65
％

2
9
％

62
％

結
果

観
測

率

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

現
状

で
は

，
ま
だ
届

か
な
い
対

象
も
多

い
の

で
は

な
い
か

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

6

人
口

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
タ
イ
プ
構

成
の

事
例

買
い
物
配
送
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
先

端
的
な
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
る
自
動
車
か
ら
の
自

立
を
強
め
る
こ
と
な
ど

「
環

境
保
全

熱
心
者

」
(1

7%
)

技
術

に
興

味
を
持

ち
，
自

転
車

を
愛

し
，
自

動
車

の
利

用
を
い
や

が
る
．
若

い
人
が
多
く
，
約

56
％

が
男
性

わ
か
り
や
す
く
て
安
全
な
公
共
交
通
，
自
転
車

交
通
と
歩
行
者
交
通
整
備
，
自
転
車
で
の
自
然

体
験
の
強
調
な
ど

「
保
守
派
で
，
自
然
を
愛
す
る
者
」

(2
4%

)
自

然
環

境
で
時

間
を
過

ご
す
こ
と
と
歩

く
こ
と
は

好
き
だ
が

，
徒

歩
や

公
共

交
通

機
関

に
関

し
て
の

不
安

感
が

強
い
．
約

67
％
が
女

性

安
心
が
で
き
る
歩
行
・
自
転
車
環
境
，
徒
歩
や

自
転
車
の
個
性
と
「
お
し
ゃ
れ
」
，
徒
歩
と
自
転

車
で
得
ら
れ
る
多
様
な
体
験
の
強
調

な
ど

「
ス
テ
ー
タ
ス
意
識
の
高

い
ク
ル
マ
利
用
者
」

(1
5%

)
ス
テ
ー
タ
ス
と
充

実
し
た
自

由
時

間
の

過
ご
し
方

を
重

視
し
，
自

転
車

，
徒
歩
と
公
共
交
通
に
関

す
る
抵

抗
感
・
不
安
感
が
強
い
．
約

65
％
が

女
性

ス
ピ
ー
ド
，
リ
ス
ク
や
多
様
な
体
験
は
自
転
車
で

も
可
能

で
あ
る
こ
と
の

指
摘

と
適
切

な
駐

車
イ
ン

フ
ラ
な
ど

「
リ
ス
ク
を
好
む
ク
ル
マ
愛
好
家
」

(2
0%

)
社

会
地

位
と
出

世
を
意

識
し
，
リ
ス
ク
と
積

極
性

を
好

む
人

で
，
車

で
日
常
生
活
か
ら
逃

げ
出

し
た
い
．
約

90
％
が
男
性

わ
か
り
や
す
い
路
線
，
時
刻
表
と
乗
り
換
え
，
出

発
点
か

ら
目

的
地

ま
で
の

わ
か

り
や
す
い
道

の
り
な
ど

「
保
守
派
で
，
家
で
時
間

を
過
ご
す
者
」

(2
4%

)
家
族
と
安
全
を
大
事
に
し
，
高
齢

者
，
主
婦
と
教
育

レ
ベ
ル
の
低

い
者

が
多

い

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
要
素

「
タ
イ
プ
」
(人

口
割

合
)と

特
徴

（
エ
ル

フ
ァ
デ
ィ
ン
ク
，

20
07

）

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

7

行
動
変
容
の
た
め
の
動
機
付
け
情
報

•
自
動
車
利

用
の

個
人
的
（
利

己
的
）
デ
メ
リ
ッ
ト

–
健
康
，
経
済
面
，
交
通
事
故
，
渋

滞
の

憂
鬱

•
自

動
車

利
用

の
社

会
的

デ
メ
リ
ッ
ト

–
環
境
問
題
，
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
の
問
題
，
都
市
問
題

•
公
共
交
通

に
つ
い
て
の
事

実
情

報

•
個
別
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

•
目
標
設
定

の
要

請

（
藤

井
，

20
06

）

自
転
車
の

ス
ピ
ー
ド
感
，

徒
歩

や
自

転
車

の
個

性
と

「
お
し
ゃ
れ

」
も
使

え
る
か

？

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

8

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
か

ら
の
示
唆
：

顧
客

主
導

か
ら

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
戦

略
へ

•
顧
客
主
導
（
カ
ス
タ
マ
ー
・
ド
リ
ブ
ン
）

–
購

買
者

自
身

が
ほ

し
い
と
思

っ
て
い
る
も
の

を
提

供
す

る

•
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
戦
略

–
購

買
者

自
身

が
何

を
ほ

し
い
と
思

っ
て
い
る
の

か
を

学
習

す
る

こ
と
を

援
助

す
る

–
提

供
さ
れ

る
製

品
，
伝

達
さ
れ

る
広

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
，
組

織
と
購
買

者
と
の

間
の
す
べ

て
の

や
り
取
り
を
通

じ
た
援
助

(C
ar

pe
nt

er
, G

la
ze

r &
 N

ak
am

ot
o,

 2
00

0)
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20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

9

心
理
的
方
略
と
構
造
的
方
略
の
連
携

例
え
ば

，

•
新
規
バ
ス
路
線
の
整
備
と

TF
P

•
交
通
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
（
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
と
エ
コ
行
動

の
可
視
化
）

•
鉄
道
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
配
布
と
企
画
切
符

た
だ
し
，
協

力
行
動

を
促
す

M
M
と
金

銭
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
組
み

合
わ

せ
る
と
倫

理
的

フ
レ
ー
ム
か

ら
取

引
的

フ
レ
ー
ム
に
移

り
逆

効
果

の
ケ
ー
ス
も
あ
り
注

意
が

必
要

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

10

本
テ
ー
ブ
ル
の
進
め
方

M
M
研

究
者

・
ES

Tモ
デ
ル

事
業

M
M
実
施
自

治
体

ES
Tモ

デ
ル

事
業

新
規

選
定

自
治

体

取
り
組

み
状

況
と
課

題

取
り
組

み
予

定
と
質

問

テ
ー
ブ
ル

メ
ン
バ

ー
会

場
参

加
者

意
見

交
換

・
討

議

20
07

/2
/1

4
E

S
T普

及
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

11

参
考
文
献
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デ
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k,

 J
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 p
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 1
03

-2
9

•
長
嶋
利
久
，
山
岸
泰
子
（
20

06
）
名

古
屋
市
に
お
け
る
「
交
通
エ
コ
ラ

イ
フ
」
浸
透

に
向

け
た
取
り
組
み
，
第

1回
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
会

議
•

中
村
英
夫
，
林
良
嗣
，
宮
本
和
明
（
20

04
）
都

市
交

通
と
環

境
‐
課

題
と
政

策
，
運

輸
政

策
研

究
機

構
•

早
坂
隆
（
20

06
）
世

界
の

日
本

人
ジ
ョ
ー
ク
集

，
中

央
公

論
新

社
•

藤
井
聡
（
20

05
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

手
引

き
，
土

木
学

会
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Ｍ
Ｍ

の
現

状
と

課
題

筑
波

大
学

大
学

院
都

市
交

通
研

究
室

谷
口

綾
子

E
ST

 普
及

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム

ラ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

: 利
用

者
の

意
識

啓
発

14
, F

eb
ru

ar
y 

20
07

 
構

成

•
M

M
の

現
状

-
こ

れ
ま

で
の

経
緯

-
メ

タ
分

析
結

果
概

要
(鈴

木
他

,印
刷

中
)

•
M

M
の

課
題

Ｍ Ｍ 関 連 の 出 来 事

事 例 数

( 累 積)

19
90

年
以

前
19

91
～

1
99

4
19

95
～

1
99

6
1
9
9
9

2
0
0
6

●
札

幌
T
F
P

パ
イ

ロ
ッ

ト
テ

ス
ト

●
国

土
交

通
省

(旧
建

設
省

)
　

社
会

実
験

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

●
阪

神
高

速
湾

岸
線

の
M

M
実

験

2
0
0
0

19
97

～
1
99

8
2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

●
札

幌
T
F
P
日

本
初

の
本

格
実

施

T
D

M

●
態

度
・行

動
変

容
研

究
に

　
　

IA
T
S
S
の

研
究

助
成

●
土

木
学

会
：

　
態

度
・行

動
変

容
　

研
究

W
S
立

ち
上

げ

●
土

木
学

会
：W

S
が

　
小

委
員

会
に

昇
格

●
第

一
回

J
C

O
M

M
開

催
国 土 交 通 省( 本 省)

　 の 関 与 開 始

●
M

M
の

手
引

き
　

第
一

版
刊

行

1
2

3
6

10
14

35
M

o
b
ili

ty
 M

a
n
ag

e
m

e
n
t

●
M

M
的

施
策

の
紹

介
)

実
験

的
事

例
の

蓄
積

■
■

我
が

国
の

M
M

施
策

の
経

緯
20

06
年

7月
現

在
の

国
内

事
例

◆
世

帯
Ｍ

Ｍ
・札

幌
市

（札
幌

開
発

建
設

局
）

・札
幌

市
（国

土
交

通
政

策
研

究
所

）
・川

西
・猪

名
川

（近
畿

運
輸

局
）

・神
戸

電
鉄

沿
線

（近
畿

運
輸

局
）

・福
井

都
市

圏
（福

井
県

）
・高

崎
市

（東
京

工
業

大
学

）
・龍

ヶ
崎

市
（東

京
工

業
大

学
）

・広
島

市
（
広

島
国

道
事

務
所

）
・京

都
府

（
京

都
府

）
・福

岡
市

(福
岡

国
道

事
務

所
）

・東
京

都
日

野
市

（
環

境
省

）
・大

阪
府

枚
方

市
(環

境
省

）

他

◆
特

定
路

線
の

利
用

促
進

Ｍ
Ｍ

・
帯

広
市

（
帯

広
市

）

・
筑

波
大

学

・
龍

ヶ
崎

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス

◆
職

場
Ｍ

Ｍ
・山

陽
電

鉄
沿

線
（近

畿
運

輸
局

）
・松

下
電

器
（
大

阪
府

）
・宇

治
市

(京
都

府
）

・埼
玉

県
(埼

玉
県

)
・横

浜
市

(金
沢

地
区

：
関

東
運

輸
局

）

・豊
田

市
（
中

部
運

輸
局

）
・三

重
県

（
中

部
運

輸
局

）
・磐

田
市

(中
部

運
輸

局
）

・
大

分
市

（
九

州
運

輸
局

）
・
福

山
市

◆
学

校
Ｍ

Ｍ
・札

幌
市

内
小

学
校

（
札

幌
市

）
・富

士
市

内
小

学
校

・
中

学
校

（
富

士
市

）
・和

泉
市

内
小

学
校

（
大

阪
府

）
・
久

御
山

町
佐

山
小

学
校

、
松

村
先

生
の

2校
・
堀

川
小

学
校

、
東

小
学

校
、

本
町

小
学

校
（秦

野
市

）
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国
内

M
M

(T
FP

) 事
例

の
メ

タ
分

析

•
TF

P事
例

の
メ

タ
分

析
：

様
々

な
事

例
で

報
告

さ
れ

て
い

る
TF

Pの
効

果
を

網
羅

的
に

分
析

←
効

果
の

平
均

値
、

効
果

的
手

法
な

ど
を

分
析

•
20

05
年

12
月

以
前

に
発

行
さ

れ
た

報
告

書
・
論

文
等

を
収

集

•
31

 事
例

を
収

集
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

鈴
木

・谷
口

・
藤

井
(印

刷
中

)よ
り

国
内

M
M

事
例

：
実

施
地

域

-
札

幌
都

市
圏

・
近

畿
地

方
で

先
行

実
施

-
他

の
地

域
に

も
急

速
に

広
ま

り
つ

つ
あ

る

鈴
木

・谷
口

・
藤

井
(印

刷
中

)よ
り

国
内

Ｍ
Ｍ

事
例

：
適

用
さ

れ
た

手
法

鈴
木

・
谷

口
・
藤

井
(印

刷
中

)よ
り

5
8.

1%

8
3
.9

%

1
9
.4

%

4
5
.2

%

6
4.

5%

9
.7

%
9.

7
%

4
8
.4

%

3
2
.3

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

行 動 プ ラ ン

動 機 付 け 情 報

目 標 設 定

個 別 コ メ ン ト

C O 2 F B

カ ロ リ ー F B

交 通 情 報 O D

地 図 配 布

対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

国
内

TF
P事

例
の

TF
P種

別

•
O

ne
-s

ho
t T

FP
:  

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

の
み

•
簡

易
TF

P
：

事
前

調
査

＋
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ア
ン

ケ
ー

ト
•

標
準

TF
P

：
事

前
調

査
＋

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ン
ケ

ー
ト

＋
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
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国
内

TF
P事

例
の

メ
タ

分
析

結
果

•
TF

Pの
効

果
平

均
(制

御
群

あ
り

)：

12
.1

%
：
自

動
車

利
用

削
減

38
.6

%
：
公

共
交

通
利

用
増

加

•
“目

標
設

定
”は

自
動

車
利

用
削

減
に

効
果

的
な

手
法

(重
回

帰
分

析
結

果
)

＜
効

果
平

均
の

算
出

方
法

＞

1．
移

動
距

離
2．

移
動

時
間

3．
ト

リ
ッ

プ
数

と
優

先
順

位
を

付
け

、
各

指
標

の

M
M

実
施

前
後

変
化

率
を

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

交
通

行
動

変
容

指
標

と
す

る

制
御

群
が

設
定

し
て

あ
る

も
の

は
制

御
群

で
基

準
化

し
て

算
出

＜
目

標
設

定
と

は
？

＞

ア
ン

ケ
ー

ト
形

式
で

、
「あ

な
た

は
何

％
交

通
行

動
の

C
O

2を
減

ら
そ

う
と

思
い

ま
す

か
？

」
を

問
う

M
M

の
課

題
(1

)
M

M
は

、
適

切
に

実
施

す
れ

ば
、

ク
ル

マ
利

用
削

減
・
公

共
交

通
利

用
促

進

に
効

果
が

あ
る

と
言

え
る

・
・
・
が

、
課

題
も

あ
る

■
課

題
1

ど
の

地
域

の
、

誰
に

、
ど

の
よ

う
な

M
M

を
実

施
す

る
の

が
効

果
的

？

→
さ

ら
な

る
実

証
事

例
と

効
果

分
析

の
積

み
重

ね
が

必
須

■
課

題
2

M
M

は
、

今
、
流

行
り

の
交

通
施

策
?

→
流

行
り

廃
り

で
な

く
M

M
を

総
合

交
通

体
系

に
組

み
込

む
こ

と
が

必
須

M
M

の
課

題
(2

)
■

M
M

を
総

合
交

通
体

系
に

組
み

込
む

た
め

に
(都

市
計

画
、

交
通

計
画

等
に

位
置

づ
け

、
P

D
C

Aサ
イ

ク
ル

を
機

能
さ

せ
る

た
め

に
)

●
財

源
の

確
保

：
お

金
が

な
い

と
適

切
な

M
M

は
で

き
な

い
．

．
．

?
お

金
が

な
く
と

も
、

ま
ず

は
手

近
に

で
き

る
こ

と
か

ら
は

じ
め

る

ex
)

公
共

交
通

情
報

(路
線

図
や

時
刻

表
の

整
備

)、
転

入
者

M
M

●
人

材
の

確
保

：
M

M
の

継
続

的
実

施
に

際
し

、
責

任
の

所
在

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

も
適

切
な

担
当

部
署

・
担

当
者

を
決

め
る

●
組

織
化

：
行

政
(道

路
、

都
市

計
画

、
交

通
計

画
、

環
境

、
教

育
、

保
健

(健
康

))
と

交
通

事
業

者
、

関
連

団
体

、
住

民
等

が
一

堂
に

会
す

る
場

を
つ

く
る

国
は

、
都

道
府

県
・
都

市
圏

レ
ベ

ル
、

市
町

村
・
ロ

ー
カ

ル
レ

ベ
ル

の

取
り

組
み

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
！

第
二

回
JC

O
M

M
第

二
回

日
本

モ
ビ

リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議

開
催

場
所

：
北

海
道

札
幌

市
（
札

幌
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）

日
時

：
20

07
年

7月
27

日
(金

)・
28

日
(土

)

札
幌

事
務

局
：

（
社

）
北

海
道

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー
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お
わ

り
に

M
ob

ili
ty

＝
移

動
現

象

ミ
ク

ロ
な

移
動

現
象

＝
ひ

と
り

一
人

の
行

動

マ
ク

ロ
な

移
動

現
象

＝
地

域
の

交
通

状
態

M
an

ag
em

en
t

＝
PD

C
A

に
よ

る

永
続

的
な

政
策

展
開

そ
れ

故
，

交
通

行
動

（
モ

ビ
リ

テ
ィ

）
と

地
域

交
通

（
モ

ビ
リ

テ
ィ

）
の

自
発

的
な

変
化

を
促

す
た

め
の

永
続

的
な

政
策

展
開

が
…

モ
ビ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

モ
ビ

リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
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1

「
は

だ
の

「
は

だ
の

TD
M

TD
M

実
施

計
画

」と
学

校
実

施
計

画
」と

学
校

M
M

M
M

学
校

教
育

を
通

し
た

学
校

教
育

を
通

し
た

M
M

M
M

の
促

進
の

促
進

秦
野

市
都

市
経

済
部

都
市

計
画

課
秦

野
市

都
市

経
済

部
都

市
計

画
課

平
成

１
９

年
２

月
平

成
１

９
年

２
月

E
S

T
E

S
T フ

ォ
ー

ラ
ム

フ
ォ

ー
ラ

ム

 

渋
 

滞
 

O
 

F 
F

は
 

 
だ

 
 
の

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

環
境

・
ま

ち
・
人

に
や

さ
し

い

2

••
人

口
１

７
万

人
人

口
１

７
万

人
––

東
西

東
西

約約
13

.6
km

13
.6

km
南

北
南

北
約約

12
.8

km
12

.8
km

面
積

は
面

積
は

10
3.

61
 k

m
2

10
3.

61
 k

m
2

••
新

宿
駅

か
ら

新
宿

駅
か

ら
６

０
分

６
０

分
市

内
に

市
内

に
４

駅
４

駅

••
高

速
道

路
高

速
道

路
ICIC

１
箇

所
１

箇
所

••
国

道
２

４
６

号
国

道
２

４
６

号
東

西
に

通
過

東
西

に
通

過

••
自

動
車

通
勤

率
自

動
車

通
勤

率
約

５
０

％
約

５
０

％

秦
野

市
秦

野
市

3

通
勤

の
車

（
内

々
、

内
外

、
外

内
）
４

万
５

千
台

（
H

11
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
）

•
「
公

共
交

通
な

ど
へ

転
換

」
「
ピ

ー
ク

時
か

ら
の

分
散

」
で

５
年

後
(平

成
２

１
年

：
２

０
０

９
年

）
約

３
６

０
０

台
（
７

％
）削

減

2
0
0
台

2
0
0
0
台

3
0
0
0
台

2
0
0
0
台

1
8
0
0
台

3
0
0
0

2
0
0
0

1
0
0
00

1
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

1
6
年

度
1
7
年

度
1
8
年

度
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度

目標実施台数（台／平日）

徒
歩

へ
常
時

転
換

自
転

車
利

用
へ

常
時

転
換

バ
ス

利
用

に
常
時

転
換

１
日

あ
た

り
の

ノ
ー

マ
イ

カ
ー

デ
ー

実
施

者
数

増
加

時
間

な
ど

の
分

散

利
用

台
数

の
削

減

ピ
ー

ク
時

間
な

ど
に

移
動

す
る

車
の

時
間

分
散

や
経

路
分

散

4

「
は

だ
の

TD
M

実
施

計
画

」
平

成
１

６
年

度
策

定

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 
１
１
の

施
策

 
①
迂
回
通
勤

 
 
道
路
の
混
雑
情
報
を
提
供

 

③
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー

 

 
(車

の
休
息
日

)  

④
T

D
M

教
育

 

自
動
車
を
“
か
し
こ
く
”

 

利
用
し
、
車
に
頼
り
過
ぎ

 

な
い
生
活
を
教
育

 

⑧
企
業
バ
ス
運
行
の
効
率
化

 

 
と
共
同
相
乗
り
運
行

 

②
P

T
P

S
(公

共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム

) 

に
よ
る
バ
ス
走
行
改
善

 

 
⑥
時
差
出
勤

 
 
ピ
ー
ク
時
を

 
 
ず
ら
し
て

 
 
環
境
に

 
 
優
し
く

 

⑦
短
距
離
区
間
の
自
転
車

 

 
通
勤
支
援

 
 

⑨
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

 
⑩
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

 

 

駅
工

場
･事

業
所

等

路
線

バ
ス

自
宅

渋
滞
緩
和

 
環
境
負
荷
低
減

 
交
通
事
故
減
少

 

⑪
中
心
地
巡
回
バ
ス

 
(買

物
循
環
バ
ス

) 
 

中
心

地
や

 

駅
前

商
店

街

郊
外

大
型

店
の

駐
車

場
と

連
携

 

⑤
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

 

 
自
家
用
車
以
外
で

 

 
通
勤
す
る
日

 

バ
ス
や
商
店
街
の

 

割
引
な
ど
で
促
進
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5

TD
M

教
育

の
対

象
は

市
民

全
体

児
童

、
生

徒
居

住
者

地
域

に
お

勤
め

の
方

来
訪

者

6

学
校

教
育

M
M

へ
の

着
目

点

・・
TD

M
TD

M
の

幅
広

い
年

代
へ

の
普

及
・
啓

発
の

幅
広

い
年

代
へ

の
普

及
・
啓

発

・
地

元
定

着
率

が
高

い
・
地

元
定

着
率

が
高

い
⇒

若
年

時
か

ら
の

環
境

認
識

の
向

上
、

交
通

環
境

意
識

の
⇒

若
年

時
か

ら
の

環
境

認
識

の
向

上
、

交
通

環
境

意
識

の

高
ま

り
が

将
来

の
市

に
財

産
高

ま
り

が
将

来
の

市
に

財
産

••
短

距
離

の
自

動
車

通
勤

者
の

割
合

が
高

い
短

距
離

の
自

動
車

通
勤

者
の

割
合

が
高

い
⇒

地
域

内
従

業
者

の
割

合
が

高
く

⇒
地

域
内

従
業

者
の

割
合

が
高

く

子
供

を
通

し
た

周
知

、
啓

発
を

期
待

子
供

を
通

し
た

周
知

、
啓

発
を

期
待

7

小
学

５
年

生
を

対
象

段
階

的
に

進
め

て
き

ま
し

た

•教
員

の
方

へ
の

研
修

•策
定

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

汎
用

性
の

検
証

•市
職

員
（
土

木
、

交

通
）
向

け
手

引
き

の
検

証

•教
育

委
員

会
と

の
協

業
で

汎
用

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

•副
教

材
の

開
発

•先
行

事
例

（
北

海
道

な
ど

の
）

秦
野

市
へ

の
転

用

・
副

教
材

の
配

布

・
教

員
向

け
手

引
き

の
確

立

・
学

校
立

地
別

の
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

証

・
行

動
プ

ラ
ン

の
実

体
験

半
日

コ
ー

ス

（
座

学
＋

行
動

プ
ラ

ン
）

有
効

性
検

証

•☆
☆

☆
☆

☆

•専
門

家
の

役
割

を
市

の
関

係
部

署
担

当
が

代
行

★
★

☆
☆

☆

•各
校

の
担

任
主

体

専
門

家
は

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄ

★
★

★
☆

☆

•各
校

の
担

任
と

専
門

家
が

共
同

授
業

★
★

★
★

★

•専
門

家
の

み
で

授
業

市
内

小
学

校
１

３
校

の
残

り
８

校

・
温

泉
地

区
学

校

・
住

宅
地

の
学

校

・
H

16
と

同
一

学
校

・
山

あ
い

の
学

校

・
ま

ち
な

か
校

・
工

業
団

地
最

寄
校

H
19

以
降

H
18

H
1７

H
1６

8

TD
M

教
育

資
料

「
か

し
こ

い
車

の
使

い
方

」
平

成
１

８
年

前
期

に
完

成

•
自

動
車

会
社

か
ら

の
掲

載
許

可
も

受
け

、
TD

M
教

育
資

料

を
完

成
（
雛

形
は

北
海

道
開

発
庁

）

２
カ

年
、

小
学

校
３

校
協

力
の

試
行

錯
誤

３
種

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
試

み
総

合
的

な
成

果
か

ら
Ｔ

Ｄ
Ｍ

教
育

資
料

を
作

成

平
成

１
８

年
度

か
ら

市
内

小
学

校
で

の
展

開
で

活
用

謝
辞 東

工
大

藤
井

研
究

室
筑

波
大

学
デ

ザ
イ

ン
系

学
生

283
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TD
M

教
育

の
基

本
構

成
と

オ
プ

シ
ョ

ン

座 学

【 室 内 】

行 動 プ ラ ン 作 成

事 前 ア ン ケ

週 間 交 通 利 用 記 録

校 外 で の 交 通 ・

大 気 汚 染 観 測

週 間 交 通 利 用 記 録

事 後 ア ン ケ

校 外 体 験

交 通 オ リ エ ン テ ー リ ン グ

第 ３ 者 に よ る 講 評
１

５
～

３
０

分
７

０
～

９
０

分
１

２
０

～
１

５
０

分
１

０
～

１
５

分

基
本

授
業

オ
プ

シ
ョ

ン

10

キ
ッ

プ
を

買
う

こ
と

自
体

が
初

め
て

••
行

動
プ

ラ
ン

に
基

づ
く
、

公
共

交
通

機
関

な
ど

を
乗

り
継

ぐ
行

動
プ

ラ
ン

に
基

づ
く
、

公
共

交
通

機
関

な
ど

を
乗

り
継

ぐ

校
外

体
験

は
有

効
校

外
体

験
は

有
効

••
運

用
は

、
安

全
管

理
、

準
備

手
間

な
ど

か
ら

課
題

運
用

は
、

安
全

管
理

、
準

備
手

間
な

ど
か

ら
課

題

11

校
外

体
験

後
に

専
門

家
か

ら
講

評
で

よ
り

浸
透

••
講

評
の

部
分

は
、

将
来

的
に

市
の

交
通

関
係

担
当

者
が

講
評

の
部

分
は

、
将

来
的

に
市

の
交

通
関

係
担

当
者

が

対
応

で
き

る
事

が
望

ま
し

い
対

応
で

き
る

事
が

望
ま

し
い

12

関
係

者
が

適
材

、
適

所
で

協
力

、
改

善

•
担

当
者

間
で

顔
の

分
か

る
行

政
の

特
色

を
活

か
し

つ
つ

、
学

校
M

M
の

構
築

を
試

行
錯

誤

外
部

専
門

家

谷
口

先
生

他

秦
野

市

教
育

委
員

会

【
調

整
、

TD
M

策
と

の
連

動
】
秦

野
市

都
市

計
画

課

地
域

小
学

校
の

教
諭

専
門

知
地

域
知

【
環

境
共

生
都

市
と

し
て

の
支

援
】

神
奈

川
県

環
境

部
署

284
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TD
M

策
と

対
象

の
関

係

ノ
ー

マ
イ

カ
ー

デ
ー

こ
ん

ざ
つ

マ
ッ

プ

カ
ー

フ
リ

ー
デ

ー

TD
M

教
育

小
学

生

中
学

生

高
校

生

市
外

か
ら

の
社

会
人

イ
ベ

ン
ト

時
の

パ
ー

ク
＆

バ
ス

ラ
イ

ド

市
内

在
住

社
会

人

14

小
学

校
以

外
で

の
進

捗

民
間

事
業

所
向

け
ミ

ニ
授

業
市

役
所

内

ミ
ニ

授
業

ワ
ン

デ
ー

セ
ミ

ナ
ー

社
会

人

検
討

中
高

校
生

詳
細

未
定

出
前

授
業

中
学

生

定
着

部
分

実
施

改
善

試
行

試
行

小
学

生

平
成

１
９

平
成

１
８

平
成

１
７

平
成

１
６

対
象

15

企
業

に
よ

る
取

組
み

の
意

見
交

換
会

開
催

生
徒

と
企

業
の

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム

中
学

校
で

Ｅ
Ｓ

Ｔ
を

テ
ー

マ
と

す
る

環
境

教
育

出
前

授
業

の
実

施

広
報

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
及

び
配

布
7

●
企

業
の

取
組

み
の

市
民

へ
の

広
報

を
通

じ
て

通
勤

者
の

参
加

意
識

を
高

め
る

●
子

ど
も

た
ち

の
環

境
教

育
を

媒
介

と
し

て
市

民
の

理
解

を
拡

げ
る

マ
イ

カ
ー

の
公

共
交

通
利

用
へ

の
転

換
を

促
す

た
め

の
普

及
啓

発

今
年

度
事

業
の

考
え

方

環
境

省
に

よ
る

支
援

事
業

の
内

容

16

実
施

校
：

秦
野

市
南

が
丘

中
学

校
実

施
学

年
：

２
年

生
（
３

ク
ラ

ス
）

実
施

日
：

平
成

１
９

年
１

月
２

５
日

生
徒

数
：
３

６
１

名
う

ち
、

２
年

生
：
１

１
０

名
（
平

成
１

８
年

５
月

１
日

現
在

）

E
S
T
を

テ
ー

マ
と

し
た

環
境

教
育

出
前

授
業

「
秦

野
の

C
O

2
削

減
を

知
ろ

う
」
を

実
施

実
施

内
容

◆
地

球
温

暖
化

と
交

通
面

か
ら

排
出

さ
れ

る
C

O
２
に

つ
い

て
グ

ラ
フ

を
示

し
な

が
ら

解
説

◆
生

徒
自

身
に

よ
る

家
族

の
一

週
間

の
自

家
用

車
の

利
用

調
査

を
も

と
に

、
C

O
２
削

減
に

向
け

て
、

身
近

に
で

き
る

こ
と

を
一

緒
に

考
え

る

◆
ノ

ー
マ

イ
カ

ー
ウ

ィ
ー

ク
を

始
め

と
す

る
、

市
の

C
O

２
削

減
に

向
け

た
交

通
面

で
の

取
り

組
み

を
伝

え
る

中
学

生
を

対
象

に

285
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TD
M

へ
の

直
接

効
果

と
課

題
は

？

•
小

学
校

で
は

受
講

し
た

生
徒

の
８

割
が

、
帰

宅
後

に
「
授

業
の

話
題

」
を

家
族

と
会

話

•
実

際
の

ク
ル

マ
利

用
に

変
化

あ
る

か
は

、
こ

れ
か

ら
の

検
証

必
要

•
自

動
車

関
係

企
業

が
多

い
、

地
域

事
情

も
や

や
影

響

【
課

題
】

•
“
多

忙
な

”
小

学
校

授
業

の
中

で
の

時
間

の
と

り
あ

い

•
同

居
家

族
へ

の
M

M
の

効
果

の
発

揮

286



　
和

泉
市

は
，
新

市
街

地
の

開
発

に
伴

い
継

続
的

に
人

口
が

増
加

す
る
と
と

も
に
，
東

西
軸

に
鉄

道
が

な
い
た
め
に
，
自

動
車

に
起

因
す
る
交

通
渋

滞
，

地
球
温

暖
化

を
は

じ
め
と
す
る
環

境
影

響
，
交

通
安

全
な
ど
の

問
題

へ
の

対
応
が
急

務
で
あ
る
．

　
こ
の

た
め
，
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
踏

切
の

解
消

，
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
ハ

ー
ド

な
対

策
と
と
も
に
，
広

く
市

民
が

参
加

す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り

組
み

に
よ
っ
て
，
複

合
す
る
交

通
課

題
の

解
決

を
め
ざ
す
．

和
泉

市
に
お
け
る
環

境
的

に
持

続
可

能
な
交

通
（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）モ

デ
ル
事

業

E
S
T
モ

デ
ル

事
業

実
施

箇
所

図
E
S
T
モ

デ
ル

事
業

実
施

箇
所

図

既
成

市
街

地

新
市

街
地 開
発

調
整

地
域

大
阪
湾

大
阪
市

和
泉
市

2.
｢テ

ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和

泉
｣

事
業
所

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実

施

1.
市
民

対
象
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の

実
施

・
市

民
対

象
「
か

し
こ
い
ク
ル

マ
の

使
い
方

を
考

え
る
｣プ

ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

・
市

民
へ

の
｢個

別
公

共
交

通
情

報
提

供
｣の

実
施

(既
成

市
街

地
，
新

市
街

地
，
開

発
調

整
区

域
の

特
性

に
応

じ
て
実

施
)

3.
小

学
校

高
学

年
を
対

象
と
し
た

｢交
通

・
環

境
学

習
｣の

実
施

5.
駅

及
び
駅
周

辺
地

区
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

4.
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の

解
消

・
国

道
48

0号
と
阪

和
線

立
体

交
差

化

事
業

概
要

事
業

概
要

・
市

民
，
事

業
所

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

平
成

2
1
年

度
ま
で
に

対
象

エ
リ
ア
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

を
1
0
,5
0
0
ｔ-
C
O
2
（
約

1
.7
%
）
削

減
（
Ｈ
1
8
年

度
比

）

目
標

目
標

・
「
交
通
・
環
境
学
習
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
平
成
1
4
年
度
か
ら
実
施
：
こ
れ
ま
で
に
5

校
が
取

り
組
み
）

事
業

所
を

対
象

と
し

た
M
M

市
民

を
対

象
と

し
た

M
M

・
市
民
対

象
「
か

し
こ
い
ク
ル

マ
の
使
い
方

を
考
え
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

・
個
別
公

共
交
通
情
報
提
供

学
校

を
対

象
と

し
た

M
M

・
事
業
所
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
従
業
者
対
象
「
か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い

方
を
考

え
る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

市
民

・
事

業
所

を
対
象

と
し
た
交

通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和

泉
」

約
12

0事
業

所
が

入
居

完
了

．

ま
ち
づ
く
り
協

議
会

と
協

働
し
て

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

施
予

定
．

4.
啓

発
事

業

・
広

報
活

動
・
市

民
，
事

業
所

を
対

象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
広
報

活
動

の
拡
充

・
広
報
活

動
の

継
続

実
施

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催

○
継
続

実
施

・
毎

年
数

校
を
対

象
と
し
た
継

続
実

施

○
市
内

他
地

域
の
事

業
所

へ
の
拡

大
展

開

・
市

内
行

政
団

体
を
対

象
と
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実

施

・
市

内
事

業
所

団
体

を
対

象
と
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施

○
市

内
各

校
区

へ
の

拡
大

展
開

・
H

19
年

度
事

業
の

課
題

を
踏

ま
え
て
，
市
内

各
　

校
区

で
拡

大
実

施
し
，
市

民
運

動
に
展

開
し
て
い
く
．

○
個

別
公

共
交

通
情

報
シ
ス
テ
ム
の

公
開

と
利

用
の

促
進

・
広
く
市
民

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
｢個

別
公

共
交
通

情
報
シ
ス
テ
ム
｣構

築
と
提
供
．

次 の ２
ヵ

年

(5
)市

民
，
事

業
所

を
対
象

と
し
た
啓

発

活
動

1)
.目

的

・
モ
ビ
リ
テ
イ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
各

事
業

の
実

施
に
際
し
て
，
広

く
市

民
に
知

っ
て
い
た
だ
き
，
参

加
を
促
し
て
，
環

境
貢

献
行
動

の
態

度
を
醸

成
す
る
．

2)
.事

業
概
要

・
市

民
対

象
「
か

し
こ
い
車

の
使

い
方

を
考

え
る
｣プ

ロ
グ
ラ
ム
実

施
校

区
単

位
で
の

セ
ミ
ナ
ー

(も
し
く
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
)開

催

・
事

業
所

団
体

を
主

体
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

・
広
報
：
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

ポ
ー
タ

ル
サ

イ
ト
構

築
，
情

報
提

供
と
広

報
チ

ラ
シ
の
作

成
配

布

(4
)小

学
校

高
学
年

を
対
象

と
し
た
｢交

通
・

環
境
学

習
｣の

実
施

1)
.目

的

・
小

学
校

高
学

年
を
対

象
と
し
た
｢交

通
・

環
境

学
習

｣を
実

施
し
，
環

境
な
ど
の

公
共

に
貢
献

す
る
態

度
と
習

慣
行

動
を
醸
成

す
る
．

2)
.事

業
概
要

・
対
象
：
2校

程
度

　
（
平

成
14

年
度

か
ら
継

続
：
8校

)

・
学

校
と
協

議
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
実

施
計
画

を
策
定
．
行
政

か
ら
教

材
提

供
や

関
係

機
関

へ
の

協
力

要
請

と
調

整
な
ど
の

支
援
を
行

う
．

(3
)「
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
」
事
業

所
交
通

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の

実
施

1)
.目

的

・
「
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和

泉
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
｣と

協
働
し
て
，
地

域
の

交
通

に
か
か

る
諸
問

題
の

解
決
と
，

C
O

2排
出
量

削
減

を
図

る
．

2)
.事

業
概
要

・
対
象
：
11

6社
，
約

4千
人

・
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和

泉
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が

共
同

で
実

施
す
る
交
通

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
施

(e
x.
取

り
組

み
を
進

め
る
し
く
み

の
構

築
，
通

勤
バ

ス
共

同
運

行
，

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
共
同

研
修
な
ど

)

・
各

事
業

所
が

環
境

に
や
さ
し
い
交

通
施

策
を
計
画

し
て
実
施

・
従
業
員

対
象

「
か
し
こ
い
ク
ル

マ
の

使
い
方

を
考
え

る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施

・
評
価
：
ク
ル
マ
利
用

の
削
減
，
バ
ス
利
用

者
数
の

増
加
，

C
O

2排
出
量

の
削
減

等

・
課
題
の

検
討

：
施
策

の
継

続
運
用

に
関

す
る
課
題
，

市
内

他
事

業
所

へ
の

展
開

に
か

か
る
課

題

(1
)市

民
対

象
｢か

し
こ
い
ク
ル

マ
の
使

い
方

を
考

え

る
｣プ

ロ
グ
ラ
ム
の

実
施

1)
.目

的

・
市

民
対

象
「
か

し
こ
い
ク
ル

マ
の

使
い
方

を
考

え
る
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
，
ク
ル

マ
利

用
の
抑

制
と
公

共
交

通
機

関
利

用
の

促
進

，
お
よ
び

C
O

2排
出
量

の
削

減
を
目

指
す
．

2)
.事

業
概

要

・
対

象
校

区
：
優

先
的

に
公

共
交

通
利
用

を
促

進
す

べ
き
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校
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地
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区
：
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区
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事

業
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情
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提

供
と
「
か

し
こ
い
ク
ル

マ
の

使
い
方
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考
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プ
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実
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評
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ア
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に
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づ
く
自

動
車
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用
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利

用
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実
績
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づ
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利

用
者

の
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)個

別
公

共
交
通

情
報

提
供

シ
ス
テ
ム
試
験
実

施
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的
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人
ひ
と
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の
シ
ー
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経
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情
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提
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す
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テ
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提

供
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共
交

通
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．
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概
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に
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シ
ス
テ
ム
を
試
験

的
に
構
築

し
て

運
用

す
る
．
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評
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状
況
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け
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討
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行
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事
業

所
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事

業
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通
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実
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実
施
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実
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事
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の

実
施
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学
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学
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実
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通
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対
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ジ
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施
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事
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市
民

対
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｢か
し
こ
い
ク
ル

マ
の

使
い
方

を
考

え
る
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ロ
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提

供
情

報
例

電
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交
通
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環
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情

報
提

供
小

冊
子

案
フ
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情
報
チ
ラ
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案

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
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ケ
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ト
調

査
票

案

個
別
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交
通
情
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供

シ
ス
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ム
画
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G
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上

に
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発
地
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目

的
地

，
経

路
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表
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公
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交

通
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マ
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代
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交

通
機

関
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複
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経
路

情
報
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泉
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高
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中
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シ
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の
共

同
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行

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
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相
乗
り
施
策

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
奨

、
共
同

研
修

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
共
同

購
入
、
運
用

公
共
交
通
機
関

利
用
情
報
の

作
成
、
提
供

共
同
駐
車
場

の
運
営

か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
を

推
進
す
る
体

制
や
仕
組
み

構
築

実
施
し
て
ほ
し
い

実
施
す
る
必
要
は
な
い

弊
社

に
は
関

係
が
な
い
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内
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空

気
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調
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よ
う
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の

実
施

例
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告
会
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